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１．目的１．目的１．目的１．目的： 

プログラミング言語は，人間の思考をコンピュータが理解できる言語で表現するための言語であり，コン
ピュータ制御の基本となる．本講義では言語処理系の入力となるプログラム言語，プログラム翻訳の実行の
意味を明らかにし，字句解析，構文解析，意味解析の概略について説明する． 
なお,受講学生の希望により言語教育を行うこともある。 

 
２．内容２．内容２．内容２．内容： 

(a)プログラムの定義と種類 
(b)プログラム言語の文法 
(c)コンパイラ 
(d)プログラム言語の標準化 
(e)プログラム言語のトレンド 

 
３．専門教科の教授目標との関連３．専門教科の教授目標との関連３．専門教科の教授目標との関連３．専門教科の教授目標との関連： 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ K
  ○  ○      ○  ◎      ○   

 
４．教科書４．教科書４．教科書４．教科書： 
プログラム言語 君島浩著 ソフトバンク 
 
５．参考書５．参考書５．参考書５．参考書： 
特に指定しない 
 
６．関連科目・先修条件６．関連科目・先修条件６．関連科目・先修条件６．関連科目・先修条件： 
プログラミング経験があること（言語は問わない）． 
基本的なプログラミングにおける制御構造を理解しておく事． 
 
７．評価方法７．評価方法７．評価方法７．評価方法： 
定期試験の結果を基準に，受講態度，出席等を考慮して評価を行う． 
 
８．講義計画８．講義計画８．講義計画８．講義計画： 
第 １週 プログラムとは何か 
第 ２週 プログラム言語の必要性 
第 ３週 プログラム言語の種類と用途 
第 ４週 プログラム言語の文法 
第 ５週 プログラム言語の文法 
第 ６週 プログラム言語の文法 
第 ７週 コンパイラの翻訳技術 
第 ８週 コンパイラの翻訳技術 
第 ９週 コンパイラの翻訳技術 
第１０週 コンパイラの翻訳技術 
第１１週 プログラムの性能と品質 
第１２週 プログラム言語の標準化 
第１３週 プログラム言語の変遷 
第１４週 プログラムを作る人使う人 
第１５週 定期試験 

 
９．補足９．補足９．補足９．補足： 
 受講学生のプログラミングに関する知識レベル，あるいは希望により内容を一部変更する場合がある．  


